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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
で
、

晴
れ
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
成
田
市
及
び
成
田
市
民
の
皆
様

に
は
旧
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
理
解
、
ご
支

援
、
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
成
田
市
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
う

　
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
旧
年
中

に
賜
り
ま
し
た
市
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
支

援
、
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
７
」
で
は
う
な
り
く
ん
へ
の
投
票

に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
優
勝

な
り
く
ん
が
昨
年
の
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ

ン
プ
リ
2
0
1
7
」
で
見
事
優
勝
さ
れ
ま

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
心
よ
り
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
長
期
の
人
口
減
少
過
程
に

入
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
元

気
で
豊
か
な
経
験
と
知
恵
を
持
っ
て
い
る

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
高

齢
者
、
い
わ
ゆ
る
人
財
は
大
勢
お
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
人
財
の
活
用
を
図
る
た
め
、

政
府
も
「
人
生
百
年
時
代
の
構
想
会
議
」

を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
重

ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
は
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、

今
後
も
人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
時
勢
に
お
い
て
社
会
の
活
力

を
維
持
し
、
持
続
的
な
成
長
を
可
能
と
す

る
た
め
に
は
、
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。

　
成
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
新
た
な
職
域
の
拡
大
や
会
員
の

皆
さ
ま
に
よ
る
自
主
的
・
主
体
的
な
運
営

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
成
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
引
き
続
き
会
員
の
拡
大

や
新
規
分
野
に
お
け
る
就
業
機
会
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
就
業
の
徹
底
等

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
「
自
主
・
自
立
」「
共
働
・
共

助
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
会
員
及
び
役

職
員
一
同
、
地
域
社
会
・
企
業
に
寄
り

添
っ
た
事
業
展
開
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
最
後
に
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き

年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

と
共
働
・
共
助
の
も
と
、
福
祉
と
の
接
点

に
あ
る
生
き
が
い
就
労
の
機
会
を
提
供
す

る
機
関
と
し
て
更
な
る
ご
発
展
を
期
待
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

対
し
ま
し
て
も
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
年

も
健
康
と
安
全
に
十
分
留
意
さ
れ
、
お
仕

事
を
続
け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
会
員

の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の

ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

理
事
長下村 

精
哉

成
田
市
長

小
泉 

一
成

優勝パレードに参加（昨年11月26日　花崎町で）うなりくん優勝（昨年11月19日　三重県桑名市で）
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特
集
成
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は

生
き
活
き
高
齢
者
を
支
援
し
ま
す

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
全
国
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
益
的
・
公
共
的
な
非
営
利
団

体
で
す
。
今
回
は
、
セ
ン
タ
ー
の
仕
組
み
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
組
織
」

昭和50年
2月 東京都江戸川区に「高齢者事業団」誕生

昭和55年
12月

国庫補助事業の「シルバー人材セン
ター」として全国的に事業展開され、
「全国高齢者事業団・シルバー人材セ
ンター等連絡協議会」が発足

昭和61年
4月

「高年齢者雇用の安定等に関する法律」
施行
「社団法人全国シルバー人材センター
協会」に名称変更

平成 5年
4月

成田市花崎町で「社団法人成田市シル
バー人材センター」設立

平成 7年
7月 事務所を成田市馬橋へ移転

平成 8年
10月

「千葉県シルバー人材センター連合会」
設立

平成18年
9月 事務所を成田市久住中央へ移転

平成24年
4月 社団法人から公益社団法人へ移行

沿　革シルバー人材センターの仕組み

契約金の支払

就業

配分
金の
支払 シルバー

人材
センター

会員 発注者

( 注 ) センターと会員は雇用関係をもちません。

成田市シルバー人材センター組織図

監　事

総会（会員）

理事会

事務局

地域班
Ａ班（成田・公津・豊住・八生）
Ｂ班（NT地区）
Ｃ班（大栄・下総・遠山・久住・中郷）

専門部会
総務部会
事業部会
広報部会

安全・適正
就業委員会

職群班
除草班

60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
組
織

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
60
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
長
年
培
っ

て
き
た
知
識
と
豊
か
な
経
験
や
能
力
を
活

か
し
、
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
就
業
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
働
く
喜
び
と
生

き
が
い
を
得
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
約
5
0
0
名
の
会
員
が
登
録
し

て
い
て
、
平
均
年
齢
は
72
歳
で
す
。
最
高

齢
の
会
員
は
90
歳
で
、
月
に
４
～
５
回
元

気
に
就
業
し
て
い
ま
す
。

自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員
自

身
が
自
主
的
に
運
営
に
参
加
す
る
自
立
し

た
組
織
で
、
お
互
い
に
協
力
し
、
助
け
合

い
な
が
ら
、
広
く
仕
事
を
分
か
ち
合
い
楽

し
く
一
緒
に
働
い
て
い
ま
す
。

　
就
業
に
お
い
て
は
、
期
間
を
定
め
特
定

の
会
員
に
仕
事
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
す
る

な
ど
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
に
努
め
て

い
ま
す
。

働
く
こ
と
で
生
き
が
い
づ
く
り

　
シ
ル
バ
ー
事
業
は
、
高
齢
者
が
自
主
的

に
働
く
こ
と
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
一
員

と
し
て
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
営
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
技
能
を
生
か
し
た
仕
事
を
す
る

こ
と
で
、
多
く
の
人
か
ら
喜
ば
れ
る
と
い

う
経
験
は
、
本
セ
ン
タ
ー
で
働
く
ほ
と
ん

ど
の
会
員
が
も
っ
て
お
り
、
就
業
は
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を

は
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
会
員

が
自
ら
の
健
康
状
態
を
常
に
良
好
に
保

ち
「
生
き
活
き
働
き
生
活
す
る
」
こ
と
で
、

医
療
費
の
削
減
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

人
手
不
足
の
解
消

　
少
子
高
齢
化
で
労
働
力
人
口
が
減
少
す

る
中
、
一
般
家
庭
や
民
間
企
業
等
の
人
手

不
足
分
野
や
現
役
世
代
を
支
え
る
分
野
で

の
就
業
も
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
大
き
な
役

割
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
分
野
の
会

員
拡
大
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

「
事
務
局
」

仕
事
の
受
注
や
手
配

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
さ
ま
ざ
ま

な
事
務
的
業
務
を
行
っ
て
い
る
の
が
事
務

局
で
す
。
事
務
所
は
、
J
R
久
住
駅
近
く

の
久
住
中
央
地
区
に
あ
り
、
事
務
局
長
以

下
６
人
の
正
規
職
員
と
４
人
の
臨
時
職
員

が
職
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
業
務
は
、
仕
事
の
受
注
と
配
分
で

す
が
、
会
員
の
配
分
金
の
計
算
や
事
業
計

画
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
係
る
事
務
な
ど
庶

務
全
般
に
わ
た
る
も
の
や
、
会
員
の
就
業

や
安
全
確
保
、
資
材
・
用
具
の
管
理
な
ど

業
務
全
般
に
お
よ
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
を

処
理
し
て
い
ま
す
。

就
業
紹
介
や
相
談
も

　
会
員
の
就
業
紹
介
や
相
談
も
、
事
務
局

の
重
要
な
仕
事
で
す
。
各
会
員
の
希
望
と

能
力
に
応
じ
た
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
調

整
し
た
り
、
新
た
な
就
業
先
を
開
拓
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
発
注
さ
れ
た
仕
事
の
情

報
は
、
可
能
な
限
り
全
会
員
に
周
知
し
、

そ
の
上
で
適
格
な
会
員
に
就
業
を
紹
介
し

ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
の
就
業
上
の
問
題
や
悩
み

な
ど
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

担
当
を
紹
介
し
ま
す

　
事
務
局
長　
　
諏
訪
峰
雄

　
事
務
局
次
長　
藤
﨑
勇
一

　
庶
務
担
当

　
　
係
長　
　
　
前
田
淳
子

　
　
主
任
主
事　
髙
橋
直
美

　
予
算
や
決
算
な
ど
の
会
計
経
理
に
関
す

る
こ
と
や
補
助
金
等
の
申
請
、
事
業
計
画

の
作
成
、
職
員
の
給
与
や
福
利
厚
生
に
関

す
る
こ
と
な
ど
行
う
ほ
か
、
各
種
帳
簿
類

の
管
理
や
会
員
の
分
配
金
の
計
算
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
や
普
及
啓
発
、
広
報
等
の
事
務
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
業
務（
民
間
）担
当

　
　
副
主
査　
山
田
英
明

　
民
間
企
業
や
一
般
家
庭
か
ら
の
仕
事
の

受
注
や
見
積
り
、
契
約
に
関
す
る
こ
と
や

会
員
と
の
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
適
正
就
業
に
関
す
る
こ
と

や
会
員
の
傷
害
事
故
等
の
処
理
に
つ
い
て

も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
業
務（
公
共
）担
当

　
　
副
主
査　
石
井
健

　
市
役
所
な
ど
公
共
機
関
か
ら
の
仕
事
の

受
注
、
見
積
り
、
契
約
に
関
す
る
こ
と
や

会
員
と
の
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
等
へ
会
員
を
派
遣
す
る
事
業

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
受
付
事
務
・
請
求
事
務
担
当

　
　
曽
矢
清
次（
臨
時
）※
入
会
事
務

　
　
福
田
あ
い
子（
臨
時
）

　
植
木
剪
定
や
除
草
の
受
け
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
植
木
班
・
除
草
班
担
当

　
　
出
山
榮（
臨
時
）

　
受
注
し
た
仕
事
の
配
分
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
就
業
開
拓
専
門
員

　
　
結
城
眞
理
子（
臨
時
）

　
民
間
企
業
や
福
祉
事
業
所
な
ど
へ
の
就

業
開
拓
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
入
会
事
務
担
当

　
　
曽
矢
清
次（
臨
時
）

　
入
会
希
望
者
説
明
会
や
入
会
手
続
き
、

そ
れ
ら
に
伴
う
連
絡
調
整
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
セ
ン
タ
ー
が
主
に
お
引
き
受
け
で
き
る

仕
事
は
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た
、
臨
時

的
か
つ
短
期
的
な
業
務
で
す
。
危
険
・
有

害
な
作
業
や
重
労
働
の
場
合
は
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
。

　
会
社
や
ご
家
庭
で
「
こ
ん
な
こ
と
を
頼

み
た
い
」
と
い
う
と
き
は
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
仕
事
の
依
頼
や
入
会
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
〉

※�

セ
ン
タ
ー
事
務
局（
36
‐
6
1
6
1
）へ
。

石井（公共・派遣）

出山（除草・植木）結城（就業拡大）

山田（民間・家庭）諏訪局長藤﨑次長
髙橋（経理）

福田（受付請求）

前田（庶務）

曽矢（受付・入会事務）
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こ
ん
な
仕
事
が
で
き
ま
す

専門技術的分野 ―写真撮影―

「
職
群
」

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
対
応

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
知
識
や
経
験

を
生
か
し
、
皆
様
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
の
依
頼
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。
お
引

き
受
け
し
た
仕
事
は
、
セ
ン
タ
ー
が
責
任

を
持
っ
て
完
了
さ
せ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
員
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
い
る
た
め
、
低
料
金
で
仕
事
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
頼
み
た
い
仕
事
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
今
す
ぐ
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
施
設
管
理

　
現
在
受
託
し
て
い
る
の
は
、
公
園
管
理

（
運
動
公
園
の
備
品
管
理
等
、
駐
車
場
の

施
錠
、
清
掃
）、
駐
輪
場
管
理（
自
転
車
の

整
理
、
清
掃
）、
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
運
行
管
理
業
務
、
卸

売
市
場
施
設
管
理（
見
回
り
）、
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理（
受
付
）な
ど
で
、
資
格
な
ど
の
必

要
が
な
い
簡
単
な
施
設
管
理
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
技
能
分
野

　
植
木
剪
定
、
障
子
・
網
戸
・
襖
の
張
り

替
え
、
大
工
仕
事
な
ど
を
、
民
間
の
職
人

並
み
の
仕
上
が
り
具
合
で
お
引
き
受
け
し

て
い
ま
す
。
植
木
剪
定
は
特
に
人
気
が
あ

り
、
一
般
家
庭
や
企
業
か
ら
多
く
の
受
注

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
大
工
仕
事
に
つ

い
て
は
庇
の
修
理
や
戸
袋
修
理
と
い
っ
た

軽
微
な
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
分
野

　

空
港
で
の
外
国
人
対
応（
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
、
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ー
ン
受
付
等
）業
務

や
観
光
案
内
所
受
付
業
務
な
ど
会
員
の
語

学
力
を
活
か
し
た
仕
事
の
ほ
か
、
子
ど
も

た
ち
を
守
る
通
学
路
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

（
市
委
託
事
業
）業
務
、
家
事
援
助（
整
理

整
頓
）を
行
っ
て
い
ま
す
。
運
送
や
警
備

の
仕
事
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
事
務
的
分
野

　
公
民
館
や
体
育
館
の
受
付
業
務
や
商
品

の
伝
票
管
理
業
務
な
ど
、
会
社
で
の
事
務

経
験
を
活
か
し
た
仕
事
の
ほ
か
、
賞
状
書

き
や
宛
名
書
き
と
い
っ
た
会
員
の
技
能
を

活
か
し
た
仕
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
専
門
技
術
的
分
野

　
パ
ソ
コ
ン
の
配
線
や
操
作
方
法
の
悩
み

を
、
電
子
機
器
に
詳
し
い
会
員
が
親
切
丁

寧
に
指
導
し
ま
す
。
こ
の
他
、
写
真
撮
影

（
左
囲
み
参
照
）の
仕
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
軽
作
業
分
野

　
宅
地
や
農
地
な
ど
の
草
刈
り
・
草
取
り

を
行
う
除
草
業
務
や
屋
内
外
で
の
清
掃
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
除
草
業
務
は
一
般

家
庭
だ
け
で
な
く
企
業
か
ら
の
依
頼
も
多

く
、
植
木
剪
定
と
並
び
シ
ル
バ
ー
を
代
表

す
る
仕
事
で
す
。
民
間
業
者
が
請
け
負
わ

な
い
よ
う
な
小
面
積
で
狭
い
場
所
の
除
草

で
も
お
引
き
受
け
し
ま
す
。
清
掃
業
務
と

し
て
は
、
駅
周
辺
の
道
路
清
掃
業
務
や
工

業
団
地
内
の
道
路
清
掃
業
務
の
ほ
か
、
企

業
の
事
務
所
や
ト
イ
レ
清
掃
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
後
片
付
け
や
簡

単
な
農
作
業
の
手
伝
い
も
引
き
受
け
て
い

ま
す
。

〈
仕
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
〉

　
こ
の
他
に
も
軽
微
な
作
業
等
に
関
し
て

は
お
引
き
受
け
で
き
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

セ
ン
タ
ー
業
務
係（
担
当
＝
山
田
、
石

井
☎
36
‐
6
1
6
1
）ま
で

　本格的な装備で写真
撮影しているのは、写
真班の鹿島会員です。
この日は成田市から委
託を受けた「喜寿記念
写真贈呈事業」の仕事
があり、シルバー人材
センターの会議室を使
用して撮影が行われま
した。

　写真班は鹿島会員を含め現在８人で、元写真店勤務の会員も1人
います。その他の会員も全員写真が趣味で、カメラなどの機材も一
流品なら技術もプロ並みです。中には中学生の頃から撮り始め、写
真歴は60年以上という会員もいます。普段から祭りやイベントへ
写真を撮りに行ったり、撮影旅行に出掛けたりと常に腕を磨いてい
ます。また、各種写真コンテストやコンクールでは、それぞれが優
秀な成績を収めています。
　受託実績としては、「喜寿記念写真贈呈事業」以外では写真館の手
伝い、式典の写真撮影といったところですが、運動会の記録写真や
広告用写真などもお引き受けしますのでよろしくお願いします。

喜寿写真撮影風景
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
に
貢
献

仕
事
以
外
で
も
活
躍
中！

「
地
域
班
」

地
区
別
に
組
織

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
に

お
け
る
高
年
齢
者
の
就
業
の
場
と
し
て
見

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
の
姿
は
、
会
員

同
士
が
助
け
合
い
、
仲
良
く
働
き
な
が
ら

交
流
を
深
め
た
り
生
き
が
い
を
見
つ
け
た

り
し
、
か
つ
地
域
社
会
に
も
貢
献
し
て
い

く
と
い
う
目
的
を
も
っ
た
組
織
で
す
。

　
こ
の
活
動
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
、

市
内
14
地
区
の
会
員
を
、
職
域
を
超
え
て

A
～
C
の
３
班
に
分
け
、
地
域
班
が
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
は

会
員
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
清
掃
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
地
域
班
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
、

特
に
地
域
貢
献
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
学
校
清
掃
で
す
。

　
各
班
の
地
区
内
に
あ
る
小
中
学
校
に
10

～
30
人
程
度
の
会
員
が
出
向
き
、
P
T
A

や
教
師
と
と
も
に
除
草
や
植
木
剪
定
作
業

を
行
う
も
の
で
、
セ
ン
タ
ー
除
草
班
・
植

木
班
の
専
門
会
員
も
多
数
参
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
校
庭
の
隅
々
ま
で
手
入

れ
が
行
き
届
き
、
毎
回
学
校
か
ら
感
謝
の

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
地
域
を

作
ろ
う
と
、
成
田
駅
周
辺
や
三
里
塚
地
区

で
、
地
域
住
民
と
会
員
が
協
力
し
て
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
オ
レ
ン

ジ
ベ
ス
ト
に
身
を
包
み
、
不
審
者
や
危
険

物
な
ど
の
巡
視
に
当
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
地
区
内
で
行
わ
れ
る
福

祉
イ
ベ
ン
ト
の
駐
車
場
整
理
な
ど
に
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
地
域
の
人

た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

　
最
近
手
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
高
齢
者

に
人
気
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
。
愛
好
会
は
現

在
32
人
の
会
員
が
い
て
、
市
内
の
「
久
住

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
と
「
十
余
三
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
」
で
定
期
的
に
大
会
や
練
習
会

を
開
催
し
、
会
員
同
士
の
交
流
と
親
睦
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
は
、
シ
ル
バ
ー
会
員
や
セ
ン

タ
ー
職
員
の
他
に
セ
ン
タ
ー
事
業
に
賛
同

す
る
市
民
も
参
加
で
き
ま
す
か
ら
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
特
に
60
歳
以
上
の
方

は
こ
れ
を
機
に
シ
ル
バ
ー
へ
ど
う
ぞ
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会

　
シ
ル
バ
ー
会
員
と
事
務
局
職
員
の
親
睦

を
図
ろ
う
と
、
昨
年
か
ら
活
動
を
始
め
た

同
好
会
で
、
毎
月
１
回
、
練
習
を
兼
ね
た

大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ

ン
バ
ー
は
15
人
で
す
が
、
市
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
会
員
が
指
導
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
ボ
ウ
リ
ン
グ
ブ
ー

ム
の
体
験
者
と
あ
っ
て
、
フ
ォ
ー
ム
も
そ

こ
そ
こ
の
人
が
多
く
シ
ル
バ
ー
世
代
に

ピ
ッ
タ
リ
。
中
に
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
に

参
加
し
て
腕
を
磨
く
人
や
マ
イ
ボ
ー
ル
・

マ
イ
シ
ュ
ー
ズ
を
揃
え
る
人
も
い
る
な
ど
、

増
々
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

N
S
C
旅
行
会

　
自
分
た
ち
で
面
白
い
企
画
旅
行
を
や
っ

て
み
よ
う
と
、
旅
好
き
の
会
員
と
事
務
局

職
員
で
立
ち
上
げ
た
旅
行
サ
ー
ク
ル
で
す
。

第
１
回
は
、
昨
年
10
月
３
日
に
茨
城
中
央

部
を
バ
ス
で
巡
る
「
北
関
東
小
さ
な
旅
～

歴
史
と
グ
ル
メ
の
穴
場
ツ
ア
ー
～
」
を
開

催
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど
の
人

気
と
な
り
ま
し
た
。
旅
行
会
で
は
第
２
回

を
ど
う
す
る
か
検
討
中
と
の
こ
と
で
す
が
、

次
回
も
み
ん
な
が
驚
く
よ
う
な
「
穴
場
」

を
探
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

小学校の植木剪定や除草作業をする会員

現存する筑波海軍航空隊司令部庁舎前で（10月３日）

サ
ー
ク
ル
活
動
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会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

新
入
会
員
紹
介

「
募
集
」

ま
ず
は
入
会
説
明
会
に

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
常
時

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
長
年
の
職
業

生
活
か
ら
引
退
し
た
け
れ
ど
、
健
康
維
持

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
に
働
き
た
い

と
い
う
希
望
を
持
ち
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
意
欲
と
体
力
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ

入
会
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
入
会
資
格
は
次
の
通
り
で
す
。

◦
原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の
人

◦
成
田
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
人

◦�

理
念
に
賛
同
さ
れ
、
お
互
い
に
協
力
し
、

助
け
合
い
、
い
た
わ
り
あ
っ
て
就
業
で

き
る
人

◦�

雇
用
、
ま
た
は
自
営
に
か
か
わ
ら
ず
、

就
業
し
て
い
な
い
人

　
入
会
説
明
会
は
、
毎
月
最
終
水
曜
日
の

午
前
10
時
か
ら
セ
ン
タ
ー（
久
住
中
央
）で

開
催
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
祝
日
や
年

末
は
日
程
の
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
以
外
の
場
所
で
、
年

に
２
～
３
回
の
特
別
入
会
希
望
者
説
明
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
「
広
報
な
り

た
」
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

面
談
会
後
に
入
会
手
続
き

　
入
会
説
明
会
後
に
、
入
会
申
し
込
み
を

さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
毎
月
第
２
水
曜
日

の
午
前
９
時
30
分
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
面
談
会
を
行
い
ま
す
。
一
人
15
分
程
度

で
就
業
の
希
望
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
ま
す
。
こ
の
後
理
事
会
の
承
認
を
得
て

正
式
に
会
員
登
録
さ
れ
ま
す
。

※�

く
わ
し
く
は
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
☎
36

‐
6
1
6
1
）へ
。
住
所
＝
〒
2
8
6

‐
0
8
1
9
成
田
市
久
住
中
央
１
丁
目

12
番
３
。

　
海
保
さ
ん
は
昨
年
10
月
に
入
会
し
、
現

在
J
R
成
田
駅
前
の
観
光
案
内
所
に
就
業

し
て
い
ま
す
。
学
生
の
と
き
か
ら
英
語
が

好
き
で
、
就
職
も
英
語
力
を
生
か
せ
る
旅

行
会
社
を
選
ん
だ
と
い
う
経
歴
が
あ
り
、

今
は
ス
ペ
イ
ン
語
の
勉
強
も
さ
れ
て
い
る

と
て
も
意
欲
的
な
女
性
で
す
。

　
案
内
所
の
仕
事
は
、
外
国
人
を
含
む
観

光
客
に
イ
ベ
ン
ト
や
交
通
、
施
設
な
ど
の

案
内
を
す
る
こ
と
で
、
現
在
英
語
の
堪
能

な
女
性
会
員
４
人
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
を

訪
れ
る
お
客
は
１
日
約
50
人
、
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
と
き
は
2
0
0
人
を
超
え
る
そ
う

で
す
が
、
や
は
り
成
田
山
へ
行
く
道
を
聞

か
れ
る
こ
と
が
一
番
多
い
と
の
こ
と
。
ま

た
、
国
際
観
光
都
市
で
あ
る
成
田
に
は
多

く
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
バ
ス
の
時
刻
表
の
種
類
も
多
く
、

覚
え
る
の
に
時
間
が
掛
か
る
よ
う
で
す
。

　

仕
事
に
つ
い
て
伺
う
と
「
今
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
は
得
ら
れ
ま
す

が
、
直
接
観
光
客
と
話
し
、
そ
の
人
に
一

番
合
っ
た
観
光
案
内
が
で
き
る
の
が
案
内

所
の
魅
力
。
ま
た
成
田
に
来
た
い
、
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
お
も
て
な

し
の
心
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。」
と
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
参
拝
客
が
大
勢
訪
れ
る
正
月
は
、
初
め

て
の
経
験
な
の
で
ち
ょ
っ
と
不
安
が
あ
る

そ
う
で
す
が
、
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル
で
の

経
験
を
生
か
し
て
丁
寧
な
案
内
を
心
が
け

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

公
民
館
で
何
と
な
く
手
に
し
た
シ
ル

バ
ー
の
チ
ラ
シ
に
目
を
止
め
た
の
が
入
会

の
き
っ
か
け
、
と
い
う
海
保
さ
ん
。
案
内

所
の
仕
事
は
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
こ
と
ば

か
り
と
の
こ
と
で
す
が
、
再
び
社
会
に
出

て
人
と
接
す
る
こ
と
の
喜
び
を
改
め
て
感

じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

三里塚地区で行われた入会希望者説明会

外国人観光客の案内をする海保さん

海保あさ子さん
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成田→

←佐原

←51号

408号→

JR成田線
JR久住駅

久住
中学校 JA久住支所

コンビニ 飯岡
消防署

BUS

成田市シルバー人材センター

わたしの趣味　―竹細工― 日暮 布二男 会員 （本町）

〒286-0819　成田市久住中央1丁目12番地3
TEL 0476-36-6161　　FAX 0476-36-6711
http://www.sjc.ne.jp/narita/
E-mail：narita@sjc.ne.jp

〈受付時間〉
月〜金曜日  午前8時30分〜午後5時15分
　　　　　　(土日・祝日、年末年始除く)

編集・発行　公益社団法人 成田市シルバー人材センター 広報部会

　
今
回
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
特
集
を
組
ん
で
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
訳
で
、
表
紙

の
集
合
写
真
は
、
理
事
紹
介
の
ペ
ー
ジ
と
ご
理
解
く
だ
さ

い
。
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
「
シ
ル
バ
ー
」
の
語
源
を
ご
存

知
で
す
か
。
調
べ
て
み
る
と
、
日
本
国
有
鉄
道
で
、
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
の
優
先
席
を
シ
ル
バ
ー
グ
レ
ー
の
布
で

作
り
、
こ
れ
を
「
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
」
と
表
記
し
た
と
こ

ろ
か
ら
、
高
齢
者
＝
シ
ル
バ
ー
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着

し
た
と
の
こ
と
。
高
齢
者
の
白
髪
と
無
関
係
と
は
意
外
で

し
た
。
で
は
「
銀
の
た
ま
ご
」
の
語
源
は
？
。
我
々
広
報

部
が
い
ろ
い
ろ
考
え
た
末
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

世界にひとつだけの作品を作るのが夢
　定年後に地域情報紙の教室紹介コーナーで目にし
たのが、竹細工を始めたきっかけでした。教室では
東町の八木先生から、材料になる竹の切り出し方や
乾燥の方法などについても教えていただきました。
作品作りで大事なことはデザインに合わせ竹ヒゴを
作ることです。この竹ヒゴを編み上げるのが作品作

りの中で最も好きな工程
で、シルバーでの仕事の
無い日は夢中になって編
み上げます。バッグだと
3日か4日で編んでしま
います。
　竹細工の魅力は、材料

年、今は「成田竹工芸保存会」の会長として、公民館
まつりやギャラリーでの展示に合わせ、日々作品作
りに頑張っています。今後もいろいろなデザインに
挑戦し世界にひとつだけの作品を作るのが夢です。
　こうして第二の人生を有意義に過ごせているの
は、竹細工という素敵な趣味に出会えたお蔭だと思
います。

を作るところから完成ま
で全て自分の手で行うと
ころです。完成した作品
は、妻や嫁さんにあげた
り親戚に感謝の気持ちを
込めてあげたりしていま
す。竹細工を始めて13 バッグの編み上げ作業

三つ編みのバッグ

編
集
後
記

事業実施状況報告
契約金額と会員数はほぼ横ばい上半期（４月〜９月） 平成28年度 平成29年度

会員数
男 414人 419人
女 118人 108人

合計 532人 527人
就業実人員 445人 447人

就　 業　 率 83.6% 84.8%

受託件数

公共機関 279件 295件
民間企業 500件 492件
一般家庭 1,122件 1,151件

合計 1,901件 1,938件
契約金額 123,394千円 123,055千円

　上半期（4月から9月まで）を昨年と比較すると
会員数は全体で2名の減、特に女性会員は全体の
20.5％と少なく、今後、介護分野など女性を必
要とする職種の就業開拓をするうえでの課題と
なっています。契約金額は339,340円の減になっ
ていますが、全体的にほぼ横ばいの状態です。
　除草作業や植木の剪定の受注が非常に多く、受
託件数全体の56％を占めており、特に梅雨明け
からお盆にかけての繁忙期は１〜２カ月待ちの状
態になりました。
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